
安
五
年
九
月
十
二
日
、
何
十
月
十
三
日
ノ
御
入
滅
ノ
時
ノ
御
判
形
分

明
也
」
と
宗
祖
滅
後
九
十
九
年
の
康
暦
二
年
に
著
わ
さ
れ
た
所
破
抄

見
聞
に
明
示
さ
れ
て
い
る
以
上
、
コ
ー
簡
相
承
は
身
延
派
で
は
宗
祖

滅
後
百
四
五
十
年
頃
の
成
立
」
と
い
う
妄
論
は
成
立
し
な
い
こ
と
明

②

白
で
あ
る
。
と
い
う
反
論
は
全
然
価
値
を
有
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ

と
、
こ
れ
ま
た
明
白
で
あ
る
。

註
①
富
士
宗
学
要
集
㈲
相
伝
部
Ｐ
一
、
Ｐ
九
、
Ｐ
二
五
日
蓮
正
宗
新
緬
日
蓮

大
聖
人
御
書
全
集
Ｐ
八
五
四
の
両
本
を
比
較
対
照
せ
よ
、
堀
日
亨

當
士
日
興
上
人
詳
伝
Ｐ
五
一
三

②
創
価
学
会
縞
創
価
学
会
批
判
の
妄
説
を
破
す
Ｐ
四
七
堀
日
亨

富
士
日
興
上
人
詳
伝
Ｐ
一
五
六

な
お
二
箇
相
承
の
般
古
の
写
本
は
、
本
是
院
日
叶
（
京
都
住
本
寺
僧
）

の
ち
左
京
阿
闇
梨
日
教
と
い
い
、
大
石
寺
日
有
に
帰
し
た
人
の
著
に
出
る

も
の
で
、
大
石
寺
に
帰
伏
す
る
以
前
の
著
「
百
五
十
箇
条
」
第
十
一
条
に

あ
り
。
㈹
現
行
本
即
ち
宗
学
全
書
第
二
巻
三
三
頁
、
富
士
宗
学
要
集
、
新

編
日
蓮
大
聖
人
御
書
全
集
に
載
せ
ら
れ
た
も
の
と
、
少
し
文
言
に
異
同
あ

る
も
の
。

㈲
長
享
二
年
（
一
四
八
八
）
六
月
十
日
著
「
類
聚
翰
私
集
」
と
、
翌
延
徳

元
年
十
一
月
四
日
時
の
大
石
寺
主
日
鎮
の
命
に
よ
っ
て
著
し
た
「
六
人
立

義
抄
私
記
」
（
上
）
に
は
現
行
本
と
反
対
、
即
ち
同
番
弘
安
五
年
九
月
十

三
日
の
相
承
は
現
行
本
十
月
十
三
日
の
池
上
相
承
で
あ
り
、
同
番
の
十
月

十
三
日
の
相
承
は
現
行
本
九
月
日
（
日
付
は
書
い
て
な
い
）
相
承
の
身

延
相
承
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
大
石
寺
で
や
か
ま
し
く
い
う
二
箇
相
承
に
は
二
種
類
、
文
句

目
ケ
①
国
日
ロ
四
国
冑
ご
画
い
①
ｇ
〃
房
の
因
酋
の
厨
房
の
具
画
昌
ｌ

一
ぬ
毎
歳
①
旨
尉
昌
①
ご
舜
尋
彦
○
間
ご
画
ユ
の
｝
一
爾
画
己
宅
①
画
馳
色
目
。
①
崗
吋
○
門
国
二
一
①

固
め
の
の
ロ
鐡
巴
両
画
鼻
断
″

１
１
胃
弓
の
廻
国
］
砲
口
固
皐
穴
国
ｏ
ｚ
ｍ
Ｉ
ｌ
ｌ

「
人
間
、
こ
の
不
可
解
な
る
も
の
」
と
い
う
懐
疑
は
人
間
に
よ
っ

て
の
み
も
た
れ
る
も
の
で
あ
る
。
人
間
が
自
ら
を
反
問
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
人
間
の
意
識
の
段
階
に
お
い
て
（
人
間
精
神
発
達
史
）
特

殊
な
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
あ
る
一
定
の
段
階
に
あ
る
意
識
」

の
出
入
の
相
違
す
る
の
を
あ
げ
る
と
三
種
或
は
四
種
類
に
も
な
る
。

③
史
料
総
覧
永
享
八
年
十
一
月
十
七
日

看
聞
御
記
、
公
卿
補
任

④
日
本
史
大
年
表

読
史
備
要

読
史
総
覧

地
涌
の
人
間
像
（
そ
の
規
定
性
）

Ｉ
法
華
の
人
開
顕
ｌ
大
嶋
忠
雄

(I63)



の
み
が
こ
の
反
問
を
も
つ
の
で
あ
る
。
人
間
は
道
具
を
つ
く
る
生
物

で
あ
る
。
人
間
は
政
治
的
存
在
で
あ
る
、
と
い
う
人
間
認
識
は
人
間

と
い
う
生
物
の
創
造
性
Ⅱ
自
然
に
対
す
る
能
動
性
や
そ
の
社
会
性
に

つ
い
て
の
認
識
で
あ
る
。

「
人
間
は
万
物
の
霊
長
」
と
い
う
思
想
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
お
よ
び
ア

ジ
ア
に
見
出
さ
れ
る
。
人
間
が
自
ら
の
本
質
を
反
省
す
る
と
い
う
こ

と
は
イ
ン
ド
の
仏
陀
時
代
を
含
め
、
古
典
的
啓
蒙
時
代
、
近
代
啓
蒙

時
代
以
後
、
本
絡
化
し
て
く
る
。
キ
リ
ス
ト
教
は
人
間
は
神
の
似
像

物
で
あ
る
と
み
る
。
被
造
物
で
あ
り
、
其
の
主
体
性
は
な
い
。
唯
物

論
の
立
場
か
ら
い
え
ば
、
人
間
は
物
質
的
自
然
の
産
物
で
あ
っ
て
そ

れ
自
身
に
主
体
性
は
な
い
。
仏
教
で
は
何
と
み
る
か
。
小
乗
、
大
乗

で
見
解
は
異
る
。
有
部
的
な
立
場
で
は
物
質
的
世
界
と
人
間
を
含
む

生
物
は
、
容
器
と
中
味
の
関
係
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
器
世
間
」
と

「
衆
生
肚
側
」
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
は
物
心
二
元
論
の
立
場
で
あ

る
。
し
か
し
両
者
は
全
く
密
満
し
た
関
係
を
も
っ
て
い
る
。
一
方
が

あ
っ
て
一
方
が
な
い
こ
と
は
な
い
。
と
も
に
無
限
の
存
在
で
あ
る
。

唯
識
系
統
は
物
質
的
世
界
は
精
神
活
動
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
る
も
の

と
す
る
。
こ
れ
は
唯
心
論
的
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
場
合
に
も
現
実

の
自
然
界
と
人
間
界
と
は
一
方
が
あ
っ
て
他
方
が
な
い
と
い
う
見
解

は
と
ら
れ
な
い
。
た
だ
、
有
部
的
な
立
場
と
ち
が
っ
て
自
然
も
人
間

も
実
体
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
実
体
は
な
い
と
い
っ
て

も
無
で
・
は
な
い
。

こ
れ
以
上
の
認
識
で
は
二
元
論
や
唯
心
論
を
は
な
れ
て
、
存
在
と

無
と
の
相
互
関
係
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
二
つ
の
極
限
概
念
が
統
一

さ
れ
た
と
き
に
、
自
然
と
人
間
の
関
係
が
同
時
的
に
考
え
ら
れ
、
自

然
の
中
に
お
け
る
人
間
の
立
場
に
つ
い
て
の
問
い
が
決
定
さ
れ
る
。

自
然
と
人
間
と
を
統
一
的
な
立
場
で
流
動
性
あ
り
（
空
）
固
定
性

（
仮
有
）
あ
り
、
と
鋭
く
の
が
い
わ
ゆ
る
真
実
、
妙
有
の
説
で
あ
り
、

中
道
の
説
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
中
逝
的
突
從
は
大
自
然
で
あ
り
、

生
物
と
く
に
人
間
は
有
情
す
な
わ
ち
能
動
的
存
在
と
し
て
存
在
す

る
。
ホ
モ
・
サ
ビ
エ
ン
ス
と
し
て
極
わ
ま
る
人
間
を
ピ
ー
ク
と
す
る

生
物
の
能
動
性
は
中
通
約
実
在
の
自
己
反
省
で
あ
り
、
自
己
絲
験
で

あ
る
。
大
自
然
は
四
次
沁
述
統
休
で
あ
る
が
今
日
の
物
理
学
的
世
界

観
で
も
四
次
元
連
続
体
が
同
時
に
超
時
空
的
実
在
で
あ
る
こ
と
を
証

明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
い
る
。
般
若
部
系
統
の
諸
経
は
主
と
し

て
部
分
的
諸
法
が
相
即
の
空
で
あ
る
こ
と
を
と
き
、
法
華
は
見
宝
塔
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品
か
ら
涌
出
品
、
寿
越
品
に
お
い
て
全
体
世
間
の
相
即
の
有
を
と
き

そ
の
世
界
は
最
高
の
衆
生
と
し
て
の
自
覚
体
の
理
念
（
妙
覚
）
と
相

即
し
て
い
る
。
原
理
的
世
界
（
理
体
）
と
そ
の
自
己
反
省
の
機
能

（
智
慧
）
と
は
統
一
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
智
は
相
対
的
大
自

然
（
常
住
の
世
間
、
宛
然
三
千
の
世
界
）
の
特
殊
状
態
と
し
て
の
人

類
社
会
（
衆
生
世
間
）
に
お
い
て
、
人
間
的
生
命
存
在
自
身
の
形
成

条
件
と
同
じ
よ
う
に
そ
の
具
体
的
条
件
（
意
識
の
因
縁
Ⅱ
発
展
の
歴

史
）
に
し
た
が
っ
て
顕
現
す
る
。
そ
の
具
体
的
条
件
は
つ
ね
に
四
次

元
世
界
の
中
に
あ
る
。
そ
れ
が
三
世
益
物
で
あ
る
。
理
念
と
し
て
の

最
高
の
智
悪
が
久
成
の
仏
で
あ
る
。
（
経
験
的
な
四
次
元
世
界
を
前

提
と
す
る
と
き
塵
点
久
遠
と
い
い
、
超
経
験
的
な
超
四
次
元
世
界
の

立
場
で
論
ず
れ
ば
無
始
久
遠
と
い
う
。
）
理
念
と
し
て
の
妙
覚
に
対

し
現
実
の
智
悪
を
始
覚
、
向
上
、
菩
薩
の
智
慧
と
す
る
。

一
般
に
大
乗
諸
経
典
は
妙
覚
の
仏
と
法
師
功
徳
品
に
い
う
清
浄

（
理
想
に
連
る
）
の
智
慧
の
身
と
し
て
の
菩
薩
、
党
有
情
と
を
必
要

に
応
じ
て
無
限
大
に
表
現
し
た
。
こ
れ
を
迩
仏
、
迩
化
の
菩
薩
と
す

る
。
法
華
経
は
三
変
土
田
し
認
識
の
対
象
を
具
体
的
な
、
一
つ
の
究

局
の
世
界
に
拡
げ
そ
の
意
味
で
、
一
つ
の
場
の
理
論
を
構
成
せ
し
め

た
。
そ
し
て
理
念
と
し
て
の
妙
覚
の
仏
は
意
識
、
認
識
能
力
即
ち
智

慈
の
原
型
と
し
て
、
さ
ら
に
い
い
か
え
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
智
慧
の
可

能
体
、
本
仏
と
し
て
一
つ
の
場
に
内
在
し
て
い
る
。
こ
れ
は
観
普
賢

経
で
は
「
常
寂
光
と
名
く
」
る
「
住
所
」
に
お
け
る
「
毘
撫
避
那
・

通
一
切
処
」
と
表
現
し
て
い
る
。
現
実
の
智
恕
は
可
能
体
す
な
わ
ち

理
念
と
し
て
の
智
慧
の
現
実
体
と
な
る
。
諸
仏
の
世
界
は
始
祖
釈
迦

牟
尼
を
媒
介
と
し
て
一
仏
世
界
と
な
り
、
あ
ら
ゆ
る
菩
薩
は
一
仏
の

弟
子
と
な
る
。
こ
れ
が
法
華
の
人
開
顕
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
般
に
生

命
的
存
在
の
も
つ
意
味
の
証
明
で
あ
る
。
涌
出
品
、
六
万
恒
河
沙
の

地
涌
は
虚
描
で
は
な
く
現
実
の
自
覚
的
人
間
の
象
徴
で
あ
る
。
こ
の

地
涌
の
性
格
規
定
は
「
常
に
頭
陀
の
事
を
行
じ
て
静
か
な
る
と
こ
ろ

を
志
楽
し
、
大
衆
の
俄
閑
を
捨
て
Ｌ
所
説
多
き
を
楽
わ
ず
、
ｌ
志

念
力
堅
固
に
し
て
常
に
怨
め
て
智
懲
を
求
め
、
極
々
の
妙
法
を
説
き

て
其
の
心
皮
る
ふ
所
無
し
と
あ
る
。
こ
の
開
会
が
終
了
す
る
と
同
時

に
法
華
経
以
外
の
経
典
に
記
さ
れ
る
菩
薩
を
含
め
、
安
楽
行
品
、
神

力
舳
の
菩
薩
を
中
心
と
し
勧
持
品
、
不
軽
品
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
菩
薩

の
性
格
、
行
莱
（
ア
ク
シ
ョ
ン
）
は
こ
と
ご
と
く
地
涌
の
菩
薩
の
性

格
規
定
と
な
る
。
菩
薩
は
智
慧
の
可
能
体
で
あ
る
一
切
衆
生
、
凡
夫
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に
対
し
、
彼
ら
が
依
恕
し
信
仰
す
る
に
た
る
理
想
的
な
智
慈
の
現

実
、
具
体
的
な
所
有
者
で
あ
り
、
信
の
授
与
者
で
あ
る
。

こ
の
意
味
で
、
福
音
宗
教
と
等
し
い
性
格
を
も
つ
「
天
降
り
信
仰
論
」
と

し
て
の
従
来
の
「
信
」
の
教
学
史
は
変
革
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当

然
に
も
如
来
は
理
念
で
は
な
く
、
そ
の
現
実
体
と
し
て
の
智
者
（
菩
薩
Ⅱ

妙
覚
の
媒
体
）
で
あ
る
こ
と
は
ど
ん
な
古
典
的
教
学
の
祖
述
者
に
も
否
認

；
は
で
き
な
い
。

法
華
経
が
開
示
す
る
と
こ
ろ
は
、
人
間
は
自
覚
す
る
も
の
で
あ
る

と
い
う
こ
と
、
師
は
弟
子
を
教
え
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
弟

子
と
は
自
然
と
人
生
の
本
質
を
認
識
し
よ
う
と
す
る
す
べ
て
の
人
間

で
あ
り
、
社
会
的
存
在
と
し
て
生
活
す
る
人
間
を
い
う
。
し
た
が
っ

て
師
と
は
か
＄
る
人
間
の
あ
ら
ゆ
る
ヴ
ァ
ラ
エ
テ
ィ
を
示
し
な
が
ら

よ
り
理
想
に
近
い
智
慧
を
も
つ
も
の
、
即
ち
菩
提
薩
唾
で
あ
る
。
こ

れ
は
真
の
意
味
の
仏
教
的
人
間
像
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
（
真
宗
的

既
成
教
学
に
お
け
る
「
妙
好
人
」
（
優
婆
塞
）
と
は
そ
の
職
極
性
に

お
い
て
ち
が
う
。
）

社
会
的
存
在
と
し
て
生
活
す
る
人
間
は
快
適
な
生
存
を
求
め
な
が

ら
多
く
の
苦
揃
か
ら
離
脱
で
き
な
い
。
そ
の
存
在
を
失
う
こ
と
即
ち

死
の
不
安
と
苦
悩
、
生
に
お
け
る
不
安
と
苦
悩
に
さ
い
な
ま
れ
る
人

間
を
救
う
も
の
が
先
覚
者
と
し
て
の
菩
薩
で
あ
り
、
そ
の
行
為
規
定

は
こ
れ
に
応
じ
て
二
つ
の
面
を
も
つ
。
死
に
面
し
て
経
験
さ
れ
る
全

体
と
し
て
の
生
命
存
在
と
し
て
の
人
間
自
身
の
本
質
に
関
す
る
懐
疑

と
不
安
は
そ
の
本
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
な
く
な
ら
な

い
が
軽
減
さ
れ
る
。
こ
こ
に
行
・
解
の
必
要
と
、
指
導
者
に
よ
る
指

導
の
必
要
と
が
現
わ
れ
る
。
か
く
し
て
尽
く
る
こ
と
な
き
多
数
人
口

を
形
成
す
る
純
根
劣
機
、
幼
稚
に
対
す
る
以
信
代
懇
が
必
要
と
な

る
。
信
へ
の
道
が
よ
り
深
く
、
新
し
い
形
態
（
デ
ザ
イ
ン
）
を
も
っ

て
現
実
の
妙
覚
た
る
菩
薩
に
よ
っ
て
開
拓
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ゆ
え
ん
で
あ
る
。
こ
れ
は
菩
薩
の
宗
教
の
立
場
か
ら
の
行
為
規
定
で

あ
る
。生

、
生
存
に
伴
う
不
安
は
広
汎
で
あ
る
が
、
そ
の
基
本
的
な
問
題

は
、
社
会
的
生
産
力
と
社
会
組
織
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
生
活
ｌ
家

族
生
活
を
中
心
と
す
る
ｌ
別
言
す
れ
ば
経
済
生
活
で
あ
る
。
こ
れ
は

菩
薩
の
行
為
に
無
関
係
な
領
域
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
な
ら
ば
彼
等
は

人
間
の
苦
悩
の
広
大
な
部
分
に
つ
い
て
無
関
係
で
あ
る
。
過
去
に
お

い
て
菩
薩
は
社
会
的
経
済
生
活
に
か
Ｌ
わ
る
こ
と
か
ら
逃
避
す
る
方

法
（
出
家
学
道
）
と
欲
望
の
抑
制
と
い
う
方
法
（
八
聖
道
）
を
教
え
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た
。
ま
た
人
間
の
熾
烈
な
欲
望
が
自
然
の
災
害
よ
り
も
人
間
の
経
済

生
活
に
与
え
る
影
響
が
強
く
な
か
っ
た
と
き
に
は
、
普
政
が
人
間
の

苦
悩
を
蛭
減
す
る
と
教
え
た
。
と
き
に
は
人
間
の
社
会
道
徳
的
精
神

が
自
然
の
災
害
す
ら
含
む
社
会
的
不
安
を
軽
減
す
る
と
誇
張
さ
れ
る

こ
と
は
あ
っ
た
。
ま
し
て
仏
教
は
、
自
然
と
人
間
の
本
質
を
教
え
、

人
間
の
社
会
的
生
存
が
人
間
の
患
織
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
こ
と
を

教
え
（
唯
心
法
界
の
意
味
）
、
菩
薩
が
一
世
間
に
行
」
じ
、
社
会
生

活
を
規
定
す
る
経
済
と
政
治
そ
の
他
社
会
文
化
の
領
域
に
も
行
為
の

半
経
を
及
ぼ
す
こ
と
を
勧
奨
、
付
嘱
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。
こ
れ
は
社
会
人
と
し
て
意
味
づ
け
ら
れ
た
祷
鮭
の
俗
諦

世
間
の
立
場
か
ら
の
行
為
規
定
で
あ
る
。

し
か
も
、
地
涌
即
ち
自
他
の
自
覚
を
す
す
め
よ
う
と
す
る
現
実
の

人
間
存
在
は
有
限
で
あ
り
「
毎
ね
に
自
ら
剋
寅
‐
一
（
響
嶮
品
）
し
て

さ
え
、
そ
の
知
、
情
、
意
全
般
の
祁
然
と
し
た
光
成
能
力
に
は
限
界

が
あ
る
。
現
実
の
仏
、
現
実
の
普
雌
は
か
か
る
現
実
の
人
間
の
他
に

は
絶
対
に
存
在
し
な
い
・
・
そ
れ
は
恩
愛
の
社
会
に
お
け
る
愛
悲
苦
悩

を
自
ら
経
験
し
そ
の
中
に
向
上
不
退
の
精
神
を
も
っ
て
努
力
し
健
闘

す
る
人
間
で
あ
る
。
こ
れ
は
自
然
人
的
地
涌
の
前
提
的
、
主
体
的
規

定
で
あ
る
。
別
言
す
れ
ば
地
涌
的
ア
ク
シ
ョ
ン
の
条
件
で
あ
る
。

日
蓮
聖
人
を
、
歴
史
的
な
立
場
か
ら
、
地
涌
の
菩
薩
の
本
質
的
規

定
、
行
為
規
定
、
主
体
規
定
に
即
応
す
る
個
人
と
し
て
評
価
す
る
こ

と
は
少
し
も
敬
意
を
失
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
聖
人
は
「
日
本
第
一

の
智
者
と
な
し
給
匡
（
清
澄
寺
大
衆
中
他
）
と
淫
願
し
「
い
か
な

る
賢
人
・
聖
人
も
治
め
が
た
き
」
「
末
代
濁
世
の
心
の
食
欲
・
航
悲

・
忠
痴
の
か
し
こ
き
」
（
智
慧
書
）
「
幼
稚
」
「
病
者
」
に
同
座
し

て
「
予
が
如
き
者
」
（
観
心
本
尊
妙
）
「
小
智
」
（
本
尊
問
答
紗
）

と
し
つ
つ
、
つ
ね
に
「
智
人
」
「
智
者
」
の
立
場
を
失
わ
れ
な
か
っ

た
。
そ
し
て
そ
の
立
場
に
立
つ
が
故
に
「
観
門
の
雌
信
・
難
解
」

（
本
尊
妙
）
を
兇
服
し
「
本
質
（
法
性
）
認
識
」
の
「
険
径
」
（
無

量
義
経
）
を
踏
破
し
、
折
伏
、
摂
受
の
現
、
行
に
耐
え
、
ま
た
そ
れ

ゆ
え
に
、
「
諫
暁
再
三
に
及
べ
ば
留
難
璽
熾
せ
り
六
四
条
苔
の
一
）

と
い
う
社
会
的
尖
践
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
「
門
家
」
（
偏
徒
で
は

な
い
）
の
僻
怠
を
許
さ
ず
、
「
夜
は
眠
り
を
断
ち
砿
は
暇
を
止
め
て
」

（
富
木
書
）
の
「
行
・
学
」
を
勧
告
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は

「
地
涌
の
菩
薩
の
さ
き
が
け
」
（
実
相
妙
）
と
し
て
讃
嘆
す
べ
き
も

の
で
あ
る
。
し
か
も
聖
人
に
「
魚
鳥
を
混
丸
し
て
亦
白
二
流
と
せ
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り
、
其
中
に
識
神
を
や
ど
す
」
（
佐
渡
御
書
）
「
日
蓮
は
わ
る
き
者

に
て
候
へ
ど
も
ｌ
さ
る
に
て
は
日
蓮
は
わ
る
く
て
も
わ
る
か
る
く

し
、
わ
る
か
る
ぺ
し
「
（
西
山
書
）
．
度
に
を
も
ひ
切
っ
て
う
え

し
な
ん
と
あ
ん
じ
切
っ
て
候
つ
る
に
」
（
上
野
書
）
「
結
句
は
一
人

に
な
っ
て
日
本
国
に
流
浪
す
べ
き
み
に
て
候
」
（
富
木
番
）
と
い
う

「
人
間
的
」
な
反
省
、
感
懐
が
あ
る
こ
と
は
現
実
の
地
涌
と
し
て
遇

然
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

。
×

現
代
は
一
‐
地
涌
」
の
道
が
踏
み
消
さ
れ
、
仏
法
表
滅
に
委
ね
ら
れ

た
時
代
で
あ
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
、
治
定
で
あ
る
。

ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
圏
協
会
（
事
務
所
全
上
）
代
表
理
事
。
別
に

ア
フ
リ
カ
学
会
、
日
本
民
族
学
会
、
立
正
大
学
仏
教
学
会
、
日
本

哲
学
会
、
各
会
員

、
、
、

仏
教
の
用
語
は
、
禅
定
に
よ
っ
て
逮
得
さ
れ
た
般
若
智
か
ら
生
れ

て
来
た
も
の
で
、
仏
陀
と
同
じ
よ
う
な
内
観
の
境
地
に
立
っ
て
始
め

て
理
解
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
教
理
の
解
説
が
学
問
的
立
場
か
ら
為

さ
れ
る
と
き
に
、
住
々
に
し
て
そ
の
意
義
が
謬
り
伝
え
ら
れ
る
こ
と

が
あ
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
今
、
大
乗
仏
教
の
浩

渤
な
る
体
系
に
傾
倒
す
る
よ
り
も
さ
き
に
、
ま
ず
仏
陀
出
世
の
本
懐

と
も
い
う
べ
き
縁
起
の
理
に
つ
い
て
、
根
本
仏
教
の
中
に
そ
の
正
し

い
意
義
を
探
り
当
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

釈
尊
が
正
覚
を
得
ら
れ
た
の
は
、
内
観
に
よ
っ
て
十
二
因
縁
の
理

、
、

を
証
得
し
た
か
ら
だ
と
い
わ
れ
る
が
、
仏
教
学
者
は
内
観
と
い
う
言

葉
を
使
い
な
が
ら
、
そ
の
意
義
を
深
く
心
に
留
め
て
考
察
し
て
い
な

、
、

い
よ
う
で
あ
る
。
仏
教
は
内
通
と
も
称
す
る
如
く
、
坐
禅
入
定
の
修

行
に
よ
っ
て
心
の
内
側
を
探
求
す
る
も
の
で
あ
り
、
内
観
の
立
場
を

根
本
仏
教
の
縁
起
観
に
つ
い
て

中
野
裕
道
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